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議 会 活 動 議 会 活 動

中学校新築移転に町民の声を総務文教常任委員会所管事務調査報告･行政視察

表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は３月上旬の予定です｡

　｢議会だよりふながた｣を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
10
月

　
８
日
　
第
４
回
臨
時
会

　
９
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
15
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
21
日
　
宮
城
県
大
郷
町
議
会
議
員
視
察
研
修
来
町

　
　
　
　
第
２
回
県
及
び
市
町
村
長
・
議
長
会
議
（
山
形
市
）

　
24
日
　
最
上
市
町
村
議
会
議
員
研
修
（
金
山
町
）

　
27
日
　
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
山
形
市
）

　
29
日
〜
30
日

　
　
　
　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
行
政
視
察（
青
森
県
・
岩
手
県
）

▼
11
月

　
10
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
第
24
回
「
最
上
を
拓
く
高
規
格
道
路
」
建
設
促
進

　
　
　
　
合
同
大
会
（
新
庄
市
）

　
12
日
〜
13
日

　
　
　
　
第
69
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
研
修
会（
東
京
都
）

　
17
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
秋
田
県
）

　
18
日
　
全
員
協
議
会

　
18
日
〜
19
日
　
議
会
報
告
会
　

　
19
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

▼
12
月

　
１
日
　
全
員
協
議
会
　

　
３
日
　
12
月
定
例
会
（~

５
日
）

　
８
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　

　
９
日
　
中
央
要
望
会
（
東
京
都  

衆
議
院
、
参
議
院
会
館
）

　
18
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
・
自
治
振

　
　
　
　
興
研
修
会
（
天
童
市
）

　
25
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
議
員
が
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

の表紙写真を募集します。

先進地の現状と課題を学ぶ産業振興常任委員会行政視察

叶内  範夫 氏
（長沢第一）

かなうち のり お

任期は
令和８年２月23日より
令和11年２月22日まで

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　 選
任
に
同
意

　山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
「
山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ

ン
グ
」
に
お
い
て
、
中
央
学
院
大
学
社
会
シ
ス

テ
ム
研
究
所
教
授
の
福
嶋
浩
彦
氏
よ
り
、「
災

害
時
の
議
会
・
議
員
の
役
割
」
に
つ
い
て
の
講

演
と
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

教
授
の
金
井
利
之
氏
に
よ
る
「
議
会
改
革
・
議

員
活
性
化
の
た
め
の
議
員
活
動
」
と
題
し
講
演

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
員
と

し
て
は
自
治
体
議

会
と
し
て
の
見
解

な
ど
質
の
高
い
考

え
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　今
後
の
議
会
活

動
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

総務文教常任委員会、産業振興常任委員会の所管事務
調査報告・行政視察の詳しい内容は右側ＱＲコードで
ご覧になれます。

総務文教常任
委員会報告は
こちら ➡

産業振興常任
委員会報告は
こちら ➡

所管各課の主要事業の進捗状況調査
１．期　　日：令和７年10月23日（水）
２．調査内容：
　〇健康福祉課　地域福祉活動策定事業について
　〇教育課　　　小中一貫校に向けた進め方について
　　　　　　　　部活動地域移行について
　　　　　　　　縄文の女神プロジェクト事業について
　〇住民税務課　防災資機材整備事業について
【所　感】
（１）地域福祉計画策定事業は、今年度中に策定完成
　　　となっているので、タイムスケジュール等を作
　　　成し進める必要がある。
（２）小中一貫校に向けた進め方については、中学校
　　　移転地用地の選定を早期に行い、用地の確保を
　　　進める事が大切である。
（３）防災資機材整備事業で、購入した資機材の使用
　　　について町民の方々に知って貰う事が重要であ
　　　ると思うので、各避難所への展示のほか、地域
　　　内での避難訓練の際にも、使用方法について理
　　　解を進める必要がある。

１．衛星画像を活用した米「青天の霹靂」の生産支援の取組み
　　について
　・期　日　令和７年10月29日（水）
　・視察先　青森県産業技術センター農林総合研究所
　　　　　　スマート農業推進室
　・所　感
　　　県、ＪＡ、生産者など関係機関が衛星データを共有活用
　　し、食味ランキング特Ａ、ブランド化を確立している。
　　　当町においても、衛星システムを活用した稲生育管理シ
　　ステムをブランド化に向けて、土壌分析やタンパク含有料
　　の適正化などの指導体制、関係機関との連携検討が不可欠
　　であると感じた。課題を検証し、ブランド米の確立と販売体制の構築をめざしてほしい。
２．自伐型林業政策における地域おこし協力隊の役割等の取組みについて
　・期　日　令和７年10月30日（木）
　・視察先　岩手県九戸村役場（人口約5,000人）
　・所　感
　　　九戸村は森林面積が75％を占め、持続可能な自伐型林業を推進担い手として地域おこし協力隊と連
　　携して森林整備を行っており、感銘を受けた。当町においても、山林面積70％を占めており、課題は
　　あるが、林業振興には可能性があると考えられる。現在、林業施策は近年手付かずの状態であり、今後
　　需要を検証され新たな施策検討を期待する。

先進地視察研修
１．期　日：令和７年11月17日（月）
２．目　的：学校開放を利用した社会教育講座
　　　　　　｢みんなの学校」について
３．視察先：秋田県五城目町役場
【所　感】
（１）スクールトークの意見を反映させて、
　　　教室・廊下の仕切りの無い設計により、
　　　地域の学びの場としての学校建築を実
　　　行したことで、町民にとってより身近
　　　な学校であると感じました。 
（２）対面型講義学習からの脱却を進め、新
　　　たな教育の形を知る事ができました。
（３）｢みんなの学校」として、こども、地域
　　　の学び場としての実践していることで、
　　　地域の活性化に繋がっていることを実
　　　感できました。
（４）舟形中学校移転計画においても、参考
　　　にすべき点が多いと実感しました。

　
１２
月
１９
日
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
で
親
子
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
き
れ
い
に
飾
ら

れ
た
部
屋
で
は
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
親
子
５
組
１５
名
が
参
加
し
、
富
田
の

早
坂
希
望
（
の
ぞ
み
）
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ

ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
す
る
と
目
を
丸

く
し
て
興
味
津
々
‼
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
会
に
親
子
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
荒
澤  

広
光
　
撮
影
・
記
）

令
和
７
年
１０
月
２７
日

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

へきれきせいてん

衛星データを活用した稲作生産支援の説明


